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原発なくても大費費
―こんなにある自然エネ″Lギーの可能性―

東日本人震えに続く、福島第 1原子力発電所の事故から 10ヶ 月が倭ついま
も薇え地のみならず日本国の多くの地域で、深刻な状況が次基されていません。

凛発はもうプメンだ、という声が高まる中で、原芥暮稼動の動きもあるなど、

日本のエネルギニ政策のあやうさが几えてきました。

原分なしで電気が足りるのか? 混喚イと対策はどうなるのか? 自然エネル
ギー普及の課題はなにか? などの疑間を解き明かし、自然エネルギーの本格
的な導入と低エネルギー社会への道が可能なのだと示してくれる学習会を請蒟

しよした:質閾もOKです。
人勢めみなさんのご参かをお待ちしています。
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20'2年 3月 25日 (日 )
,3:30 - 11:00

‐
渋谷セ性センタニアイリス
(渋谷区寅fL8含センタ‐8階 )
第 1～第 3会議室 ・
渋谷区桜丘9T23-21

*渋容駅畜口 (脅)か ら徒歩 5分
*ハチグバス (恙た寿・代宦・ll佑環

夕やけこやけルー ト)【 4-3】 【31T2】
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主催 :男 女差燿1賃金をなくす逹絡会

連絡先 出口久爾本に 042-384-6263
堀口  1亀子 090-9304-8069
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代議翻
歌夕11学 |んのプロフィール         |      :
独立行政法人・産業技術総合研究F~4             1
■ネルギー技術研究部Fl 安全評価グループ主任研究員
1964年生まれ。東北大学大学院工学研先科博士課程前期等了。
■学博士。キ「1は機械工学、環塊二学。

若吉  :『国民のためのエネルギー凛論』(日本経済新聞社、`11年共着)

『若エネ技術の普及に削減ポテンシャル』      _
(口・本環境学会熱 `09年共若)はか  .


